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ちーたん10歳になりましたん!

北谷町町制施行45周年記念ロビーコンサート

第41回 北谷町民トリムマラソン

　　　　　　お問い合わせ　社会教育課 社会体育係　☎936-1234（内線5321）

　　　　　　お問い合わせ　観光課 観光係　☎936-1234（内線3411）

　　　　　　お問い合わせ　町長室 秘書広報係　☎936-1234（内線1110）

町制施行45周年を記念したコンサート「～チアキ（しゃ
かり）が歌う北谷町の歌～」を12月18日、北谷町役場ロ
ビーで開催しました。
昭和55年の町制施行時に作られた「北谷町の歌」を含
む３曲を町出身アーティストであるしゃかりのチアキさん
が歌い、参加者はそのやさしく伸びやかな歌声に魅了され
ました。
「チアキさんの歌声に癒された」「心が温かくなった」と
いった声があり、45周年の節目を祝うにふさわしい、心
に残るコンサートとなりました。

　北谷町イメージキャラクター「ちーたん」が２月７日で10歳になったことを記念して、
町内の幼稚園、小・中学校などに「ちーたんぬいぐるみ」を配布しました。

これからも
地域に愛される
キャラクターに
なるために
頑張るたん!

 ファミリーコース（２km）の部 
１位　宮　城　　　桂　様
２位　仲　松　元　毅　様
３位　仲　松　綾　人　様
４位　ウォーレス ダニエル煌汰 様
５位　宮　城　　　結　様
 アラハコース（４km）の部
１位　三　上　欣　之　様
２位　三　上　豹之介　様
３位　山　内　湊　翔　様
４位　大　城　静　希　様
５位　金　城　　　千　様
 アラハロングコース（８km）の部　
１位　當　山　大　智　様
２位　平　良　芳　則　様
３位　比　嘉　マリコマリー　様
４位　松　井　あゆみ　様
５位　高　安　未　來　様
 最高年齢完走者賞　　　　　　　 
（完走者のうち最高年齢の男女）
男性　上　原　信　敏　様
女性　當　山　典　子　様

ピタリ賞
（申告タイムとの差が少ない方上位５人）

１月18日に北谷町民トリムマラソンが開催されました。
当日は天候にも恵まれ、参加者481人中470人が完走し、心地よい汗
を流していました。
ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。
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生涯学習プラザだより

図書館だより

◆４月29日（祝・水）　午前「琉球菓子づくり」

北谷町教育の日関連事業「サンゴと海とわたしたちの暮らし」

お問い合わせ　ちゃたんニライセンター 生涯学習プラザ（平日9時～17時）　☎936-3492　FAX 936-5287

お問い合わせ　福祉課 高齢者福祉係（地域包括支援センター）　☎936-1234（内線2131）

地域包括支援センターでは、老人福祉センターにおいて「シニアの備え講座」と題し、終活講座を開催しています。住み慣
れた地域で安心して暮らし続けるために、ぜひこの機会に学んでみませんか。（全９回講座）

第９回 想いを正しく伝える遺言書

シニアの備え講座 どうする相続? どうやる備え?北谷町地域
包括支援センター主催

内容　遺言書は自分の想いを確実に伝え、遺産トラブルを未然に
防ぐ重要な相続（争続）対策のひとつです。この講座では、
遺言書の意義などの基礎知識を学びます。

日時　３月13日（金）10時～11時30分
場所　老人福祉センター
講師　日本FP協会認定ファイナンシャルプランナー� 外間　實 氏

定員　15人（定員に達し次第受付終了）
対象　町民
申込方法　老人福祉センター
　　　　　（☎936-3521）

に電話または二次元コード
からお申し込みください。▲申込はこちら

▲申込はこちら
次号のお知らせ

ちゃたんニライセンター 生涯学習プラザ 検索
https://www.chatan.jp/smph/kosodate/plaza/index.html

●記載した講座は延期・中止など変更となる場合があります。 ●一時保育預かりは現在行っておりません。
●講座で撮影した写真は、北谷町の広報活動（広報誌やホームページへの掲載）などメディアに使用いたします。

講座のチラシは募集前の週を目途にホームページに公開、北谷
町役場１F、ニライセンター1F入口、各公民館に設置します。チラシの案内①生涯学習プラザ（ニライセンター）１F窓口　②FAXでお申込のうえ送信確

認の要電話　③二次元コード（要メールアドレス）　窓口は開館中受付可能（職
員不在時は、警備員に預け可能）。ただし、電話での申込受付はしていません。

申込
方法

気候、海流、島の自然環境が連なり、その繊細なバランスの中で育まれているサンゴ礁。
今年度は自然要因に加え社会的要因も含めた視点を織り交ぜ、絵本も参考にしながら環境
と社会の仕組みからサンゴの日に近い３月７日にサンゴについて学びます。沖縄だけでは
ない世界を視野にいれた目からウロコな講座です。中学生以上の参加、大歓迎!
講師：山本 広美 氏
　　　科学コミュニケーター（専門：サンゴ礁生態学）
日時：３月７日（土）
時間：10時30分～12時30分（受付10時15分）
場所：ちゃたんニライセンター　地下　講座室
定員：30名　　受講料：無料
対象：町内在住・在勤者／中学生以上・一般成人
　　　＊沖縄の環境、海、サンゴに興味がある方

申込方法：①窓口
　　　　　②FAX（936-5287）
　　　　　③二次元コード
申込期間：２月19日（木）～３月４日（水）
結果案内：３月６日までに電話・メールでご連絡

お問い合わせ　町立図書館　☎936-3542
◎３月の休館日　※毎週月曜日　※３月20日（金）春分の日　※３月26日（木）資料整理日

◎ブックスタート
日時：３月25日（水） 10時～14時
対象：生後４ヵ月（令和７年11月１日～11月30日生まれ）の乳児

とその保護者
場所：町立図書館 会議室
◎３月のおはなし会
場所：図書館おはなしのへや
時間：11時～11時20分
　　　⃝３月 ７ 日（土） ボランティアによるおはなし会
　　　⃝３月14日（土） ボランティア「ナルカ」によるおはなし会
　　　⃝３月21日（土） 職員によるおはなし会

★歴史講座「国外環境の変化と琉球王朝の衰退、そして北谷」
講師：崎原 盛吉氏
日時：３月21日（土） 14時～16時（座学のみ）
場所：ちゃたんニライセンター地下一階講座室
参加費：無料  ※２月28日（土） 申込受付開始
定員：20名（成人）
☆
定
例
行
事

《一般向け》
『小学生取扱説明書』やまかな／著
『なぜ人の体はこんなにつくりが悪いのか』飯島 治之／著
『本を作るのも楽しいですが、売るのはもっと楽しいです。』金 承福／著
『ごみのはての』佐佐木 陸／著
『メゾン美甘食堂』水生 大海／著
《児童向け》
『かいけつゾロリニセゾロリあらわる!!』原 ゆたか／作・絵
『やねの上のカールソン』アストリッド リンドグレーン／作
『となりのせきのおともだち』はしもと えつよ／作・絵
『てんてんきょうだいとまるねえちゃん』山田 慶太／文� 田口 麻由／絵
《ヤングアダルト》
『フェンシング部の王子さま』石川 宏千花／作
『金輪町Logbook』前川 知大／著、まごつき／絵
《郷土》
『「手仕事」ルネサンス』石垣 昭子／著
『フウコ、森に立て籠る』崎山 多美／著

☆
新
刊
案
内

　町立図書館利用カードの有効期限は３月31日までです。４月以降、貸出をするにはデータの更新手続きが必要です。町内在住の方
の更新手続きは４月１日から、町内在学・在勤の方は３月１日より更新可能期間となります。更新手続きには、以下のものが必要です。
⃝町内在住の方…現住所記載の身分証
※住居表示の実施で住所が変わった方は「変更届」の記入もお願いします。
⃝町内在勤の方…現住所記載の身分証、記入済の利用申込書（会社印押印済のもの）
※基地内在勤の方はエルモ発行の様式での在職証明書と現住所記載の身分証をご提示ください。
⃝町内在学の方…現住所記載の身分証、学生証
※団体利用の場合も、再申請が必要です。※返却期限を過ぎている資料がある場合、返却するまで更新手続きはできません。※転出、
転勤、卒業等で利用対象に該当しなくなった方は利用カードをお返しください。
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▲申込はこちら
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　　　　　　　住民課　国民年金担当　☎936-1234（内線2215・2216）お問い合わせ　　　　　　　コザ年金事務所　　　　☎933-2267

●保険料を納めることが困難な場合、全額または一部
の保険料が免除になる制度があります。
通常の免除申請は、申請者本人、配偶者及び世帯主
の所得が審査の対象になりますが、退職（失業）時
の免除申請は、退職された方の所得が審査の対象か
ら除かれます。
⃝手続き方法
役場の住民課国民年金担当窓口で「国民年金保険
料免除・納付猶予申請書」を記入。
マイナンバーカードをお持ちの方はマイナポータ
ルから電子申請も可能です。

⃝手続きに必要なもの
•離職票または雇用保険受給資格者証の写し
•公的機関の場合は、退職が確認できる証明書（辞
令等）の写し

国民年金の手続きはお済みですか？会社を退職された方へ

●20歳以上60歳未満の方は、国民年金への加入が法
律で義務付けられています。会社を退職されたとき
は、厚生年金から国民年金への切替え（資格取得届）
が必要です。
会社を退職された方に扶養されている配偶者の方も、
切替え（種別変更届）が必要です。
⃝手続きについて
役場の住民課国民年金担当窓口で資格取得や種別
変更などの手続きをしてください。

⃝手続きに必要なもの
社会保険資格喪失証明書 (厚生年金保険資格喪
失証明書)、年金手帳または基礎年金番号通知書、
マイナンバー及び本人確認書類

⃝保険料額
令和８年度の国民年金の保険料は、

月額17,920円です。

国民年金の届出が必要です ! 保険料の免除制度があります !

お問い合わせ　住民課 住民係　☎923-1585

マイナンバーカードの訪問申請サポートを開始します!
マイナンバーカードを取得したいけれど、様々な理由で来庁による申請が難しい方を対象に、
職員がご自宅などへ訪問してマイナンバーカードの申請手続きをお手伝いする訪問申請サポートを開始します。
役場へ来庁することなく、ご自宅などで申請から受け取りまで完結します!
⃝訪問申請の流れ
①申請に必要な書類等がそろっているか確認する。
②お電話または下記QRコードから予約する。
　※ご希望の日時の２日前までに予約をお願いします。※予約後に担当者より連絡を行い、詳細を調整します。
　※業務の都合上、ご希望に添えかねることもございます。ご了承ください。
③ご自宅等に職員が訪問し、申請を行う（顔写真撮影あり）。
④完成したカードを郵送で受け取る（本人限定・簡易書留）。
⃝申請に必要な書類等
•通知カード（お持ちの方のみ）
•マイナンバーカード（カードの更新を行う方のみ）
•申請者の本人確認書類（表内Ａから1点もしくはＢから２点）

⃝予約方法
〈WEB予約〉下記QRコード
〈電話予約〉☎923-1585
（マイナンバーカード担当）

【Ａ】顔写真付き本人確認書類 【Ｂ】顔写真なし本人確認書類
⃝マイナンバーカード（顔写真付き）
⃝運転免許証
⃝運転経歴証明書（交付年月日が平成
24年４月１日以降のものに限る。）
⃝旅券（パスポート）
⃝身体障害者手帳
⃝精神障害者保健福祉手帳
⃝療育手帳
⃝在留カード（顔写真付き）
⃝特別永住者証明書（顔写真付き）　等

⃝マイナンバーカード（顔写真なし）
⃝資格確認書
⃝こども医療費受給者証
⃝母子健康手帳
⃝年金手帳
⃝年金証書�
⃝介護保険被保険者証
⃝生活保護受給者証
⃝自立支援医療受給者証
⃝各種医療証等
⃝社員証、学生証
⃝在留カード（顔写真なし）
⃝特別永住者証明書（顔写真付き）　等

※本人確認書類が不足している場合、ご希望のお手続きができない可能性があります。

▲北谷町公式
　ホームページ

▲訪問申請
　予約フォーム



　

お問い合わせ　保健衛生課　健康係（北谷町保健相談センター）　☎ 936-4336
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お問い合わせ　子ども家庭課 子育て支援係　☎936-1234（内線2314）

詳しくはこちら▶

【みんなで知ろう! 食育のこと】

物価高対応子育て応援手当（20，000円）のご案内

連続掲載 第51回
北谷町食育推進計画の基本施策２「食品ロス削減の推進」について掲載します。
「食品ロス」とは、本来食べられるのに捨てられてしまう食品のことをいいます。
日本の食品ロス量は年間４６４万トンで、日本人１人当たり毎日おにぎり１個

（102g）を捨てている計算になります。
家庭で出る食品ロスの理由として、１．食べ残し（57%）、２．傷んでいた

（23%）、３．期限切れ（11%）の順で多いことが分かっています。
そこで、身近なところから食品ロスを減らすためのヒントをご紹介します。

令和７年11月21日に閣議決定された政府の「強い経済」を実現する総合経済対策を踏まえ、特に、物価
高の影響を強く受けている子育て世帯を力強く支援し、子どもたちの健やかな成長を応援する観点から、物
価高対応子育て応援手当を支給します。
【対象者】
１．北谷町から令和７年９月分（９月に出生した児童については10月分。以下同じ。）の児童手当の支給
を受けた方 （申請不要）

２．令和７年９月30日（基準日）時点で、北谷町に住民登録のある公務員で、所属庁から令和７年９月
分の児童手当の支給を受けた方 （申請が必要です）

３．北谷町に住民登録のある方で、令和７年10月１日から令和８年３月31日までに出生した児童の児童
手当の受給者

【支給額】児童１人当たり２万円
　　　　 ※児童１人につき１回限り
【申請が必要な方】
　公務員の方は申請が必要です。
　所属庁から申請書を受け取り、子ども家庭課に
　ご提出ください。
【申請期限】３月31日必着

〈お買い物編〉
⃝買い物前に、冷蔵庫や食品庫にある食材をチェックし、必要な分だけ買う。
　メモ書きや携帯・スマホで撮影し、買い物時の参考にしましょう。
　まとめ買いを避け、必要な分だけ買って、食べきりましょう。

⃝期限表示を知って、賢く買う。
　すぐ使う食品は棚の手前から取り、お店での食品ロスを減らしましょう。

こうした行動は、食料資源の有効利用や、地球温暖化の抑制につながって、みんなの生活を守ることにも
繋がります。

〈ご 家 庭 編〉
⃝適切に保存する。
　食品に記載されている保存方法に従って保存しましょう。野菜は、下処理をして、冷凍保存や乾燥保
存しましょう。

⃝食べきれる量を作る。
　体調や健康、家族の予定も配慮し、食べ残しを防ぎましょう。

⃝食材を上手に使いきる。
　残っている食材から使い、作り過ぎて残った料理は、リメイクレシピなどで工夫しましょう。
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役場内が「アートな空間」に一変した展示会。基幹相談員の山城さんは「たまたま足を運んだ人が、
自然と作品を見ていく光景がとても良かった」と振り返ります。
その空間で、支援者は確かな変化を目撃しました。社会福祉法人北谷町社会福祉協議会ニライの里の
豊見里さんは、来場者からパッケージデザインの依頼を受けた作家が、翌日には次々と新作を描き上げ
たエピソードを明かします。アート展が、彼らの創作意欲を大きく後押しした瞬間でした。
北谷町障がい者地域活動支援センターたんぽぽの川村さんも、作家の輝きを実感しています。普段は
寡黙な彼女が自ら作品を説明し、自信
を深める姿。そして、日々創作に向き
合う様子を見て、川村さんはハッとし
たと言います。「アートは特別なこと
ではなく、彼らの『日常』そのものだ
と気づかされました」。
一人の作家として社会とつながり、
日常が認められる。コロナ禍で止まっ
ていた気持ちが、再び動き出す。アー
ト展は、誰もが前を向いて歩き出す大
切なきっかけとなりました。

作品の向こう側に見つけた光。心動かされた、確かな変化

「ふれて、ひらく。想いとつながるアート展
～心をひらく、感性のかけらたち～」

アート展の余白を綴る

座 談 会

北谷町ではこれまで、文化芸術を通じた啓発
に取り組んできました。その実績を土台に、昨年
12月の「障害者週間」に合わせて、自治体の
枠を超えた「ふれて、ひらく。想いとつながる
アート展」（12月１日～10日）を開催しました。
この展示会を受け、１月９日に町内のカフェ
にて座談会を実施しました。
「障害ではなく、アートを介して彼らのこと
を知ってもらう。それが私たち『atelier（ア
トリエ）くわの実』のコンセプトです。」そ
う語るのは、うるま市の社会福祉法人大樹会
「atelierくわの実」の西村さんです。
この真摯な想いに応えたのが、地域の障害福
祉の要である「北谷町障がい者基幹相談支援セ
ンター」でした。センターは強みのネットワー
クを活かし、町内事業所だけでなく大樹会とも
連携。自治体の枠を超えた「つなぎ役」として
奔走。見る人の心をひらく新たな挑戦が形とな
りました。

積み重ねた歩みを、未来へ
彼らと出会う新たな挑戦　
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お問い合わせ　福祉課 障害福祉係　☎936-1234（内線2120）

今回のアート展は、住民や書店も巻き
込み、市町村や立場の枠を超えたつなが
りを生みました。西村さんが「まさか北
谷町とつながれるとは」と驚けば、ブッ
クパーラー砂辺書架（シナビヌショカ）
の畠中さんも「本を選びながら自分にも
返ってくるものがあり、楽しかった」と
振り返ります。
その輪は行政間でも広がっています。
うるま市障がい福祉課の仲間さんは「まずは中部、そして全域へ。障害者週間に限らず、日常で当たり
前に彼らと出会える機会を広げたい」と未来図を描きます。
参加事業所も確かな一歩を踏み出しました。豊見里さんは「町民との触れ合いが嬉しかった。継続し
ていきたい」と語り、川村さんも「私たちも、もっと何かやっていきたい」と意欲を見せます。二人は
「この流れを次へ繋げたい」と声を揃えます。
山城さんは次を見据えます。「行政や地域を巻き込み、共に作り上げる。その連携が沖縄全体へ広が
れば、それこそが『沖縄の福祉』になるはず」。生まれた「点」を確かな「線」として地域へ広げる挑
戦は続きます。

点が線になり地域へ広がる
アートがひらく「つながり」
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桑
江
区
新年会

１月17日、桑江区公民館にて『桑江区　新年会』が開催され、
参加した91名の区民の皆さんと共に新年を祝いました。
かぎやで風で幕をあけ、美味しいケータリングのバイキングを

楽しみながら、詩吟やカラオケ、おたのしみ抽選会で会場は終始
にぎやかで盛り上がり、食べて、歌って、当たって♪笑顔と笑い
声に包まれた和やかな楽しい新年の幕開けとなりました。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

（桑江区広報通信員　宜志富夏紀）

上
勢
区
万が一の時のために!
クリスマス防災学習会

12月21日、自治会、スポーツクラブ、防災会、かりゆし会、
学推協上勢支部の共催による「防災クリスマス会＆グラウンドゴ
ルフ大会」が開催され、約60名が参加しました。
まずは、区保有の防災用具を操作し、避難所での協力の大切さ
を学びました。
次に、松村直子防災士の著作による防災のための絵本づくり
を行い、「率先避難者」や地域への声掛けの重要性を学びました。
ぬり絵形式の絵本は大人気で、追加コピーするハプニングもあり
ました。
その後は「クラウンコトラショー」や、炊き出しに見立てた「カ
レーライス」の試食を楽しみました。天候不良のため屋内で輪投
げ大会を行い、にぎやかに交流しました。
（上勢区広報通信員��  與那覇政彦）

桑
江
区
花で会話がはずむ公民館

公民館の花壇に色とりどりの花が咲き誇り、区民の皆さんの癒
しの場となり会話もはずんでいます。
花があるといいね。と皆さんの声が聞こえます。花があると、

気持ちも明るくなりますね。
皆さんも、ほっと癒されるひとときを過ごしに公民館に来てく

ださいね。
（桑江区広報通信員　宜志富夏紀）

宮
城
区
新春ボウリング大会＆新年会

１月12日、宮城区の新春イベントが開催されました。
ボウリング大会では、豪華賞品を狙って真顔で投球するも迷走
するボールに悪戦苦闘する方や、軽々とストライクを決めガッツ
ポーズをとる方など、会場は声援と拍手喝采に包まれました！そ
の後、公民館で行われた表彰式では、昨今のお米騒動を受けて豪
華なお米の賞品が多数用意され、ハラハラドキドキの表彰式とな
りました。
続く新年会は「かぎやで風」で幕を開け、余興やお楽しみ抽選
会を通して区民の親睦を満喫し、新春を祝う賑やかな一年のス
タートとなりました。
（宮城区広報通信員　喜舎場加代子）
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謝
苅
区
午年を区民みんなで
　　　ウマ～く、楽しく!

１月10日、謝苅区公民館で「区民新年会」が開催され、多く
の区民が参加しました。
舞台では謝苅区三線愛好会による演奏や、琉舞サークル水扇会

による「かぎやで風」などが披露され、新年のお祝いムードに華
を添えました。
（謝苅区広報通信員　長浜真継）

12月21日、宇地原区公民館にてクリスマス会が開催されま
した。
今年は地域の子どもたちが司会進行を担当し、楽しい演奏やプ
レゼント抽選会などで会場は大いに盛り上がりました。今年もサ
ンタクロースが登場し、一人ひとりにプレゼントが手渡されると、
子どもたちの笑顔が会場中に広がりました。
多くの子どもたちが参加し、とても賑やかな一日となりました。
次回のクリスマス会も、どうぞお楽しみに!

宇
地
原
区

宇
地
原
区
クリスマス会クリスマス会

桃
原
区
笑顔あふれる「新春の集い」

北
玉
区
年越し餅つき＆フリーマーケット

12月20日、北玉公民館にて北玉区自治会と学推協共催の、餅
つき＆フリーマーケットが開催されました。
初めて餅つきをする子どもたちも多く、自分でついた餅を食べ
る良い経験が出来ました。
フリーマーケットはあいにくの天気で、屋内での開催となりま
したが、多くの方が足を運んでくれて、買い物を楽しんでいました。
ご参加、ご協力していただいた皆さま、ありがとうございました。
（北玉区広報通信員　大浜麻由美）

１月24日、公民館にて「新春の集い」が開催され、多くの方々
が集まりました。
華やかな琉球舞踊の余興では、ゆったりとした動きと美しい衣

装に、会場からは自然と拍手が沸き起こりました。
続くお楽しみの抽選会では、番号が呼ばれるたびに歓声や笑い

声が広がり、新年らしい明るい雰囲気に包まれました。
参加者同士の会話も弾み、久しぶりの再会を喜ぶ姿も見られ、

新しい一年の始まりにふさわしい、心温まる集いとなりました。
（桃原区広報通信員　金城千恵美）
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761 2 3 4 5先勝・いぬ 友引・い 先負・ね 仏滅・うし 大安・とら 赤口・う 先勝・たつ

友引・み 先負・うま 仏滅・ひつじ 大安・さる 赤口・とり 先勝・いぬ 友引・い

先負・ね 仏滅・うし 大安・とら 赤口・う 友引・たつ 先負・み 仏滅・うま

大安・ひつじ 赤口・さる 先勝・とり 友引・いぬ 先負・い 仏滅・ね 大安・うし

赤口・とら 先勝・う 友引・たつ

旧1月13日 旧1月14日 旧1月15日 旧1月16日 旧1月17日 旧1月18日 旧1月19日

旧1月20日 旧1月21日 旧1月22日 旧1月23日 旧1月24日 旧1月25日 旧1月26日

旧1月27日 旧1月28日 旧1月29日 旧1月30日 旧2月1日 旧2月2日 旧2月3日

旧2月4日 旧2月5日 旧2月6日 旧2月7日 旧2月8日 旧2月9日 旧2月10日

旧2月11日 旧2月12日 旧2月13日

北谷町WEB防災マップ
確認しておくと安心たん!

北谷町
青少年支援センター
【場所】ちゃたんニライセンター２階
〇なんでも教育相談：月～金 9時～17時
［いじめ、不登校、ひきこもり、教育問題全般］
※カウンセリングも行っています（要受付）

☎936-3424ふくしなんでも相談

▶社会福祉
　協議会 お問い合わせ ☎936-2940

防災行政無線放送聞き直しフリーダイヤル防災行政無線放送聞き直しフリーダイヤル
右記フリーダイヤルにかけることで、防災行政
無線で放送された情報やお知らせ等を新しい
放送から順に内容を確認することができます。

0120-306-251
0120-306-252

0120-306-253
0120-306-254

金 Friday 土 Saturday木 Thursday

0120-306-251
0120-306-252

0120-306-253
0120-306-254

【場所】北谷町社会福祉協議会
●一般相談 月～金（祝日除く） 9時～17時
●法律相談 ４日（水） 14時～16時 (要予約)

■ふくしなんでも相談　
（法律相談）
■健康相談

■消費生活相談室

■１歳６か月児健診
■健康相談

■３歳児健診
■消費生活相談室

■２歳児歯科健診 ■乳児一般健診

■健康相談 ■人権・行政・町民無料
　法律相談
■消費生活相談室

春分の日

■健康相談 ■消費生活相談室

May 皐月
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１日 休館日

２月 10：00	 男性レクサークル 13：00	 カラオケサークル

３火 09：30	 健康体操教室
13：00	 カラオケサークル

14：00	 脳活塾（福祉課）
14：00	 古典音楽教室

４水 10：00	老連レクサークル 14：00	 箏曲教室
14：00	 沖縄民謡教室

５木
10：00	 書道教室
10：00	 フラサークル
13：00	 カラオケサークル

13：30	 老連囲碁クラブ
14：00	 男の貯筋クラブ

（福祉課）

６金 09：30	 健康体操教室 14：00	 琉球舞踊教室

７土 09：00	 八重山民謡サークル

８日 休館日

９月 10：00	 男性レクサークル 13：00	 カラオケサークル

１０火 09：30	 健康体操教室
10：00	 大正琴教室

13：00	 カラオケサークル
14：00	 古典音楽教室

１１水 10：00	老連レクサークル 14：00	 箏曲教室
14：00	 沖縄民謡教室

１２木
10：00	書道教室
10：00	フラサークル
13：00	カラオケサークル

13：30	 老連囲碁クラブ
14：00	 男の貯筋クラブ

（福祉課）

１３金
09：30	健康体操教室
10：00	 シニアの備え講座

（福祉課）

13：30	 唄のさんぽ道
14：00	 琉球舞踊教室

１４土 09：00	 八重山民謡サークル

１５日 休館日

１６月 10：00	 男性レクサークル 13：00	 カラオケサークル

１７火 09：30	 健康体操教室 13：00	 カラオケサークル
14：00	 古典音楽教室

１８水 10：00	老連レクサークル 14：00	 箏曲教室
14：00	 沖縄民謡教室

１９木
10：00	書道教室
10：00	フラサークル
13：00	カラオケ（フラ）

13：30	 老連囲碁クラブ
14：00	 男の貯筋クラブ
	 （福祉課）

２０金 春分の日

２１土 09：00	 八重山民謡サークル

２２日 休館日

２３月 10：00	 男性レクサークル 13：00	 カラオケサークル

２４火 09：30	 健康体操教室
10：00	 大正琴教室

13：00	 カラオケサークル
14：00	 古典音楽教室

２５水
10：00	老連レクサークル
10：00	スマホ講座
　　　（福祉課）

14：00	 箏曲教室
14：00	 沖縄民謡教室

２６木
10：00	書道教室
10：00	フラサークル
13：00	カラオケ（フラ）

13：30	 老連囲碁クラブ
14：00	 男の貯筋クラブ
	 （福祉課）

２７金
09：30	健康体操教室
10：00	 シニアの備え講座

（福祉課）

13：30	 唄のさんぽ道
14：00	 琉球舞踊教室

２８土 09：00	 八重山民謡サークル

２9日 休館日

30月
31火 09：30	健康体操教室

あ
り
ん
く
り
ん

あ
り
ん
く
り
ん
  
令
和
８
年
３
月

令
和
８
年
３
月
  
日
程
表

日
程
表
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●法律相談 ４日（水） 14時～16時 (要予約)

■ふくしなんでも相談　
（法律相談）
■健康相談

■消費生活相談室

■１歳６か月児健診
■健康相談

■３歳児健診
■消費生活相談室

■２歳児歯科健診 ■乳児一般健診

■健康相談 ■人権・行政・町民無料
　法律相談
■消費生活相談室

春分の日

■健康相談 ■消費生活相談室

May 皐月

5

29 30 31 1 2 3 4

6 7

22 23 24 25 26 28

15 16 17 18 19 20 21

8 9 10 11 12 13 14

761 2 3 4 5先勝・いぬ 友引・い 先負・ね 仏滅・うし 大安・とら 赤口・う 先勝・たつ

友引・み 先負・うま 仏滅・ひつじ 大安・さる 赤口・とり 先勝・いぬ 友引・い

先負・ね 仏滅・うし 大安・とら 赤口・う 友引・たつ 先負・み 仏滅・うま

大安・ひつじ 赤口・さる 先勝・とり 友引・いぬ 先負・い 仏滅・ね 大安・うし

赤口・とら 先勝・う 友引・たつ

旧1月13日 旧1月14日 旧1月15日 旧1月16日 旧1月17日 旧1月18日 旧1月19日

旧1月20日 旧1月21日 旧1月22日 旧1月23日 旧1月24日 旧1月25日 旧1月26日

旧1月27日 旧1月28日 旧1月29日 旧1月30日 旧2月1日 旧2月2日 旧2月3日

旧2月4日 旧2月5日 旧2月6日 旧2月7日 旧2月8日 旧2月9日 旧2月10日

旧2月11日 旧2月12日 旧2月13日

北谷町WEB防災マップ
確認しておくと安心たん!

町民カレンダー2026（令和８）年

3
MARCH 弥生

就職・生活支援相談就職・生活支援相談
平　日

10時～12時、13時～16時
▼福祉課 地域福祉係  
お問い合わせ ☎982-7719

お問い合わせ ☎923-0881

▼沖縄県就職・生活支援
　パーソナルサポートセンター 

消費生活相談室消費生活相談室
毎週 木曜日

10時～12時、13時～16時
【場所】北谷町役場2階 205会議室

※相談は無料

お問い合わせ ☎936-1234
（内線3321）

健 康 相 談健 康 相 談
毎週 水曜日
9時～11時30分

【場所】保健相談センター
お問い合わせ ☎936-4336

お問い合わせ ☎936-1234
（内線1112）

人権・行政・町民
無料法律相談

【場所】北谷町役場１階
　　   レセプションホール

▼町長室 秘書広報係

毎月 第３木曜日

10時～12時、13時～15時
（最終受付14時）

※事前予約は受け付けておりませんので、当
日会場にお越しください。
※当日9時30分から整理券を配布します。
※当相談の対象者は北谷町内在住・勤務者に
限ります。

☎921-7171（宮城）児童館わくわく☎936-0708ハッピー（北玉）児童館☎936-4000わんぱく（上勢桑江）児童館

北谷町内において、米軍の航空機騒音がうるさいとき等米軍基地から
派生する問題については、上記フリーダイヤルへご連絡ください。

北谷町航空機騒音等
苦情フリーダイヤル 0120-773-537

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday

北谷町内において、米軍の航空機騒音がうるさいとき等米軍基地から
派生する問題については、上記フリーダイヤルへご連絡ください。

【
３
月
の
行
事
】

・19日（木） お疲れ! わっくんぱっくん会
【
３
月
の
行
事
】

・認定会（一輪車）
・いっぺーはっぴー会
・春休みワークショップ

※詳細については児童館だよりやホームページ、
　館内掲示にてお知らせします。

※詳細は決まり次第、児童館だより、ホームページ、
　館内にてお知らせします。

※内容が決まり次第、児童館だより・ホームページ・
　LINE・館内掲示にてお知らせいたします。

【
３
月
の
行
事
】

・21日（土） 館外活動
・最終週　お楽しみ会

今月は19日

■ふくしなんでも相談　
（法律相談）
■健康相談

■消費生活相談室

■１歳６か月児健診
■健康相談

■広島平和記念日
■ふくしなんでも相談　
（法律相談）
■１歳６か月児健診
■健康相談

■３歳児健診
■消費生活相談室

■健康相談

■健康相談
■３歳児健診

■人権・行政・町民無料
　法律相談
■消費生活相談室

■ことばと育ちの相談
（場所：育ちの支援センター
「いっぽ」）※要予約

■健康相談

May 皐月

11 広報ちゃたん　2026年３月号
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北谷町職員の給与・定員管理等の公表
北谷町職員の給与については、町議会の審議を経て、次のとおり定められています。町民の
皆様に広く理解していただくため、次のとおり公表します。
詳しい内容は、北谷町公式ホームページをご覧ください。

４．職員の初任給の状況
北谷町に採用された職員の初任給を国や県と比較した

のが次の表です。

５．職員の経験年数別、
　 学歴別平均給料月額の状況
職員が採用されてから10年、15年、20年と経験を積

んだ場合の平均的な給料月額は次のとおりです。経験年
数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場
合は、採用後の年数をいいますが、採用前に民間などの
経歴ある場合は換算方法により、加算されています。
※対象者が３名以下の場合は、個人情報保護の観点から非公表と
しています。

１．人件費の状況（一般会計決算）
令和６年度の歳出総額に占める町職員の人件費の割合

は14．9%で約30億円です。
令和７年４月１日現在（月額：円）

区 分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒 中学卒
北谷町 220,000 188,000 185,700 －
沖縄県 220,000 188,000 185,700 －

国 220,000 188,000 － －
類似団体 220,000 188,000 185,700 －

６．特別職の報酬等の状況
町長をはじめとする特別職の報酬などについては、沖

縄県町村特別職給与等基準設定審議委員会の答申に基づ
き、一般職の職員とは別に条例で規定されており、令和７
年度の本町の状況は次の表のとおりです。

令和７年４月１日現在
区 分 給料月額又は報酬月額 期末手当の支給割合
町　長 773,000円 ６ 月期 1.725月分
副町長 634,000円 12月期 1.725月分
教育長 603,000円 合　計 3.45月分
議　長 321,000円 ６ 月期 1.725月分
副議長 266,000円 ２ 月期 1.725月分
議　員 246,000円 合　計 3.45月分

３．職員の平均給料月額、平均給与月額及び
　 平均年齢の状況
職種における平均給料月額、平均給与月額、平均年齢

を国や県と比較したのが次の表です。
令和７年４月１日現在（月額：円）

区 分
一般行政職 技能労務職

平均給料 平均給与 平均年齢 平均給料 平均給与 平均年齢
北谷町 315,100 369,900 41.2歳 275,600 307,200 43.4歳
沖縄県 328,100 397,620 42.3歳 331,800 368,133 55.9歳

国 332,237 414,480 41.9歳 294,567 337,907 51.3歳
（注）平均給与月額とは、給料と諸手当（扶養手当、住居手当、

通勤手当等）の合計を平均したものです。

令和６年度の北谷町の人口、歳出額、人件費等
（金額単位：千円）

住民基本
台帳人口

（令和６年度末）
歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率
（B）/（A）

29,172人 20,550,290 637,076 3,070,022 14.9%
※（参考）令和５年度の人件費率は14.1%
　（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

２．職員給与費の状況（一般会計決算）
令和６年度決算における一般職員の給与費や職員の数

は次のとおりです。 （金額単位：千円）

職員数
（A）

給 与 費 一人当り
給与費

（B）/（A）給 料 職員手当 期末 ･
勤勉手当 計（B）

227人 784,603 118,778 322,468 1,225,849 5,400
（注）❶ 職員手当には退職手当は含みません。
　　❷ 職員数は令和６年４月１日現在の人数です。

人件費
14.9%

その他の歳出
85.1%

経験年数
10年以上15年未満
経験年数
15年以上20年未満
経験年数
20年以上25年未満

285,700円

310,800円

352,400円

268,800円

312,200円
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お問い合わせ　総務課 人事係　☎936-1234（内線1222・1220）

７．期末・勤勉手当及び退職手当の状況
町職員の期末・勤勉手当は民間のボーナスに相当し、支給割合は年間4.6月分で2回に分けて支給され、その状況は

次の表のとおりです。また、退職手当は退職時の給料に一定の支給率を乗じた額が支給されます。 令和７年４月１日現在

期 

末 

・

勤
勉
手
当

区　　分 北谷町 国
期末手当 勤勉手当 合計 期末手当 勤勉手当 合計

年　　間 2.5月分 2.1月分 4.6月分 2.50月分 2.1月分 4.6月分
加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置有り 職制上の段階、職務の級等による加算措置有り

※退職手当１人当り平均支給額は、令和６年度に退職した職員に支給された平均額である。

退
職
手
当

区　　分 北谷町 国
自己都合退職 勧奨・定年退職 自己都合退職 勧奨・定年退職

支
給
者

勤続 20 年 19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分
勤続 25 年 28.0395月分 33.27075月分 28.0395月分 33.27075月分
勤続 35 年 39.7575月分 47.709月分 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置 2％～20％加算 2％～45％加算
退職時の特別昇給 無 無
1人当り平均支給額 10,024千円 −

区　分 職員数 対前年
増減数 主な増減理由令和6年 令和7年

一
般
行
政
部
門

議会 4 4 0
総務・企画 51 52 1 組織再編に伴う増

税務 13 15 2 欠員分の補充、宿泊税対応
民生 51 51 0
衛生 15 15 0
労働 0 0 0

農林水産 4 4 0
商工 8 8 0
土木 19 19 0
小計 165 168 3

単位：人

区　分 職員数 対前年
増減数 主な増減理由令和6年 令和7年

特
別
行

政
部
門

教育 62 62 0
小計 62 62 0

公
営
企
業
等

特
別
会
計
部
門

水道 10 10 0
下水道 4 4 0
国保 5 5 0

後期高齢 1 1 0
小計 20 20 0

合　計 247 250 3
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保

有する休職者等を含み、派遣職員、再任用短時間勤務職員及び
会計年度任用職員を除いています。

９．部門別職員数の状況と主な増減理由
町職員の数及び各部門における配置状況、機構改革などに伴う増減については下記の表のとおりです。（各年４月１日現在）

そ
の
他
の
手
当

手当名 内容及び支給月額 国の制度
との同異

支給実績
（令和６年度決算）

支給職員1人当り
平均支給年額

（令和６年度決算）

扶養手当
❶配偶者　　　　　　　　3,000円
❷子　　　　　　　　　 11,500円
❸その他の扶養親族　　　6,500円
※16歳～22歳の子１人につき5,000円加算

同 30,812千円 258,924円

住居手当 借間・借家　支給限度額　28,000円 同 19,725千円 273,958円

通勤手当

通勤距離が片道２Km以上の者
❶交通機関利用者　１ヶ月の定期券又は回数券21回相当額
※ただし55,000円までは実費支給。55,000円を越える場合は、
55,000円を越えた分の２分の１を加算

❷自動車等使用者　距離区分に応じて2,300円～30,500円

異 10,365千円 60,614円

８．職員手当の状況
職員に支給される手当のうち、主なものについて支給内容や支給額、支給職員数は次の表のとおりです。

特
殊
勤
務
手
当

支給実績 （令和６年度決算） 419千円
支給職員１人当りの平均支給年額

（令和６年度決算） 24,647円

職員全体に占める支給職員の割合
（令和６年度決算） 7.49%

手当の種類 ５種類

時
間
外
勤
務
手
当

支給実績 （令和６年度決算） 42,415千円
職員１人当りの平均支給年額

（令和６年度決算） 215,304円

支給実績 （令和５年度決算） 47,234千円
職員１人当りの平均支給年額

（令和５年度決算） 244,735円
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自
分
が
あ
ま
り
に
も
知
ら
な
い
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
派
遣
者
た
ち
と
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
、同
じ
講
話
を
聞
く
中
で
、

平
和
へ
の
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
が
印
象
に
の
こ
っ
て
い
ま

す
。
広
島
で
は
初
め
て
原
爆
ド
ー
ム

を
目
に
し
、
そ
の
異
様
な
存
在
感
に

言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
現
地
の
資
料

館
で
は
、
被
爆
し
た
人
の
焼
け
た
衣

服
や
当
時
の
写
真
を
見
て
、
胸
が
締

め
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。
二
つ

の
都
市
で
講
話
を
聞
く
中
で
、
地
形

や
原
爆
の
種
類
が
異
な
る
こ
と
、
被

害
の
広
が
り
方
に
も
違
い
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
り
、
驚
き
と
と
も
に
学
び

の
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
派
遣
で
感
じ
た
こ
と
、
学

ん
だ
こ
と
を
、
家
族
や
先
生
、
友
人

な
ど
、
身
近
な
人
た
ち
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
、
私
に
で
き
る
大
切
な
役

割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
伝
え
続
け

る
存
在
で
あ
り
た
い
で
す
。

事
前
学
習
で
、
北
谷
の
博
物
館
や

町
長
か
ら
の
講
義
で
北
谷
町
の
歴
史

や
戦
後
の
復
興
を
学
び
ま
し
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
記
者
の
河
合
遼
さ
ん
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
河
合
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
取
材
し
て
き
た
沖
縄
戦
の
こ
と
を

題
材
に
講
義
や
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

い
ま
し
た
。
沖
縄
大
学
の
新
城
俊
昭

教
授
か
ら
沖
縄
の
歴
史
や
沖
縄
戦
、

北
谷
町
の
昔
の
出
来
事
な
ど
か
ら
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
講
義
を
受
け
ま

し
た
。

広
島
・
長
崎
で
の
派
遣
を
通
し
て

戦
争
は
ど
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
の
か
、

今
の
世
界
は
平
和
な
の
か
、
核
廃
絶

を
実
現
す
る
た
め
に
世
界
が
ど
の
よ

う
に
動
い
て
い
る
の
か
を
考
え
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
世
界
に
は
ま

だ
戦
争
し
て
い
る
国
が
あ
り
、
そ
の

国
の
中
に
は
原
爆
を
所
有
し
て
い
る

国
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
世
の
中
で

平
和
と
は
一
体
何
な
の
か
を
皆
さ
ん

も
考
え
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
の
私
は
、
原
爆
の
こ
と
を

詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
怖
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
知
る
こ
と

を
避
け
て
い
た
か
ら
で
す
。
広
島
、

長
崎
そ
れ
ぞ
れ
で
実
際
に
被
爆
さ
れ

た
被
爆
者
の
方
、
被
爆
し
た
方
の
家

族
の
方
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
資
料

館
の
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
り
し
ま

し
た
。
被
爆
者
の
方
や
そ
の
家
族
の

話
で
は
、資
料
か
ら
学
べ
な
い
こ
と
、

そ
の
想
い
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
時
に
は
目
を
背
け
た
く
な

る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

私
は
、
で
き
る
限
り
知
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
知
る
だ
け
で
な

く
、
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
知
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
伝

え
て
い
く
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人

達
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
年
、
被
爆
者
の
方
の
平
均
年

齢
が
86
・
13
歳
に
な
り
ま
し
た
。
実

際
に
被
爆
し
た
方
々
が
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
原
爆
の

被
害
な
ど
を
語
り
継
い
で
き
た
方
々

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
今
度
は
私
達
が
伝
え
て
い
く

番
で
す
。

知
る
こ
と
で
繋
が
る
人
が
い
る
。

知
る
こ
と
で
繋
が
る
未
来
が
あ
る
。

知
る
こ
と
で
繋
が
る
命
が
あ
る
。
私

は
そ
う
思
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
貴

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度  

北
谷
町
広
島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
報
告

北
谷
町
広
島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
報
告

８
月
８
日
～
８
月

８
月
８
日
～
８
月
1111
日
に
実
施
し
た
広
島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
の
報
告（
一
部
抜
粋
）

日
に
実
施
し
た
広
島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
の
報
告（
一
部
抜
粋
）

比
嘉 

か
の
ん（

北
谷
中
学
校
３
年
）

大
城 

茉
桜（

北
谷
中
学
校
３
年
）

上
間 
叶
葵（

北
谷
中
学
校
１
年
）
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お問い合わせ　町長室 秘書広報係　☎936-1234（内線1110）

重
な
経
験
を
活
か
し
て
、
ピ
ー
ス

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
―
と
し
て
、
そ
の
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
一
歩
ず
つ
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

私
は
こ
の
平
和
学
習
派
遣
に
行

き
、
原
爆
は
改
め
て
悲
惨
な
も
の
な

ん
だ
な
と
思
い
ま
い
し
た
。
平
和
資

料
館
で
見
た
黒
く
こ
げ
た
遺
体
、
け

が
を
し
て
い
る
人
の
写
真
な
ど
資
料

館
に
行
か
な
い
と
見
れ
な
い
よ
う
な

写
真
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
あ
の

時
の
前
ま
で
生
き
て
い
た
ん
だ
と
あ

ま
り
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
遺
品
は
そ
の
方
々
の
写
真
と

被
爆
し
た
時
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
書
か

れ
人
が
一
瞬
で
昨
日
で
き
た
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
こ
の
世
か
ら
い
な

く
な
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
も
の
な

ん
だ
っ
た
ん
だ
と
、
む
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
と
て
も
悲
し
い
な
と
思

い
ま
す
。

長
崎
の
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
い
ろ
ん
な
都
道
府
県
の
人
の
意

見
を
聞
き
意
見
を
交
換
し
環
境
が
違

う
な
か
で
人
を
知
っ
た
り
、
違
い
を

聞
く
こ
と
で
、
新
し
い
考
え
が
持
て

て
平
和
に
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
平
和
学
習
派
遣
で
知
っ
た

被
爆
者
の
体
験
や
見
た
こ
と
を
身
近

な
人
か
ら
伝
え
、
自
分
も
成
長
し
て

い
き
た
い
で
す
。

私
が
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
は
２

つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、
長
崎
で
聞

い
た
三
瀬
清
一
郎
さ
ん
の
お
話
で

す
。
大
火
傷
で
学
校
に
リ
ヤ
カ
ー
で

運
ば
れ
て
く
る
人
、「
水
を
、
水
を
」

と
叫
び
苦
し
さ
の
あ
ま
り
「
殺
し
て

く
れ
、
殺
し
て
く
れ
」
の
声
を
聞
い

た
話
。
家
族
や
友
達
と
笑
い
合
い
、

将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
生
き
て
行
け

た
の
に
、
そ
れ
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
苦
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

２
つ
め
は
、
広
島
で
見
た
原
爆

ド
ー
ム
で
す
。
実
際
に
自
分
の
目
で

見
て
、
原
爆
は
人
の
命
や
生
活
を
一

瞬
で
破
壊
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
も

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
広
島
の
資

料
館
に
は
多
く
の
外
国
の
方
も
い

て
、
原
爆
ド
ー
ム
が
「
二
度
と
同
じ

こ
と
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
今
も
世

界
に
伝
え
続
け
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
、
私
に
と
っ
て
一
生

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
学

び
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
学

び
を
自
分
の
中
に
と
ど
め
る
だ
け
で

な
く
、
友
達
や
家
族
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
出
会
う
人
た
ち
に
も
伝
え
て
い

き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
戦
争

や
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
つ

く
る
た
め
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
が
長
崎
・
広
島
派
遣
で
学
ん
だ

こ
と
は
、
沖
縄
戦
で
は
落
と
さ
れ
な

か
っ
た
原
爆
の
こ
と
、
そ
の
原
爆
で

一
瞬
に
し
て
何
十
万
人
の
人
達
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
長
崎
・
広
島
の
平
和
資
料

館
で
は
原
爆
の
せ
い
で
皮
膚
が

爛
れ
落
ち
て
い
る
子
ど
も
、
背

中
一
面
に
熱
傷
を
受
け
た
少
年

な
ど
今
の
時
代
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
的
に
モ
ザ
イ
ク
な
ど
か

か
っ
て
い
る
写
真
や
映
像
し
か

見
た
こ
と
な
か
っ
た
け
ど
、
平

和
資
料
館
で
は
モ
ザ
イ
ク
な
し

で
写
真
や
映
像
が
展
示
さ
れ
て

い
て
、
驚
き
と
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
派
遣
で
学
ん
だ
こ
と
を

次
世
代
の
子
達
や
、
戦
争
の
こ

と
を
詳
し
く
知
ら
な
い
人
達
へ

教
え
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に

平
和
学
習
の
取
り
組
み
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

赤
嶺 

日
向
子（

桑
江
中
学
校
２
年
）

富
川 
瞳
子（

桑
江
中
学
校
２
年
）

仲
宗
根 

琉
音（

桑
江
中
学
校
２
年
）
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戦前の北谷の産業は農業が中心でしたが、海沿いの集落
では漁業を営む家庭もありました。漁獲された魚は自家用
として消費されるほか、農村部へ持って行き野菜などと交
換することもあり、中には遠くコザ（現沖縄市）や具志川（現
うるま市）方面まで魚を売りに出向く人もいました。戦後
は字浜川の海岸を漁業拠点地として、くり舟を使った沿岸
漁業が行われるようになりました。その後、漁法の進歩と
漁船の大型化が進められたこと
から、1977年（昭和52年）３
月に浜川漁港が設置され、地域
の漁業を支える基盤として整備
されました。

公文書館では北谷に関する資料を収集しています。資料の種類や新旧に関わらず、
ご寄贈や情報提供などのご協力をお願いします。

北谷町公文書館報 「浜川漁港」

［掲載資料］ 写真： 30620019565　浜川漁港建築工事（1975年）
写真を公文書館
検索システムで探す

公文書館
ホームページ

133

北谷町では、以下の手続を電子申請で行うことができるようになりました。
電子申請を利用することで、役場に行かなくても24時間どこでも手続を行うことができます。なお、電子申請に
はスマートフォンやパソコン等が必要となり、手続によってはマイナンバーカードも必要になります。詳しくは北谷
町公式ホームページをご確認ください。
※これまでどおり書面で手続することも可能ですので、希望する方法でお手続ください。

電子申請が利用できます電子申請が利用できます !!

その他実施可能な手続きを随時北谷町公式ホームページに掲載します。
右のQRコードを読み込むことで、北谷町公式ホームページの電子申請のページにアクセスできます。

【固定資産税】
・家屋滅失届出
・固定資産現所有者申告書兼相続人代表者指定届出
【母子保健】
・妊娠の届出
・乳幼児健診
【国民健康保険】
・国民健康保険の資格喪失手続き
・国民健康保険の資格確認書再交付手続き
・修学中の被保険者の特例（マル学）申請
【児童手当】
・受給事由消滅の届出
・未支払の児童手当等の請求
・児童手当等の受給資格及び児童手当の額についての
認定請求
・児童手当等に係る寄附の申出
・受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の申出
・児童手当に係る寄附変更等の申出
・氏名変更／住所変更等の届出
・受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の
　変更等の申出
・児童手当等の額の改定の請求及び届出
・児童手当等の現況届
【児童扶養手当】
・児童扶養手当の現況届の事前送信

【保育】
・給付認定申請（現況届）・保育所等利用申込
【介護】
・要介護・要支援認定の申請
・要介護・要支援更新認定の申請
・要介護・要支援状態区分変更認定の申請
・居住（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼の
届出
・介護保険負担割合証の再交付申請
・被保険者証の再交付申請
・高額介護（予防）サービス費の支給申請
・介護保険負担限度額認定申請
・居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給申請
・居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請
・住所移転後の要介護・要支援認定申請
【被災者支援】
・罹災証明書の発行申請
【町営住宅】
・町営住宅一時不使用届
【転入転出】
・引越しワンストップサービス
【選挙】
・名簿登録地以外の市区町村の選挙管理
　委員会における不在者投票等の投票用紙等の請求
・投票立会人登録申請

電
子
申
請
を
行
え
る
手
続

詳しくはこちら☞
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町
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ
・
募
集

お
知
ら
せ

が
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
（
新
生
児
や
乳
幼
児
）
が

感
染
す
る
と
症
状
が
重
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
者　
妊
娠
28
週
０
日
目
～
36
週
６
日
目
の
方

（
出
産
予
定
日
よ
り
14
日
前
ま
で
）

※
接
種
費
用
や
実
施
医
療
機
関
等
に
つ
い
て
は
、
決

定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
接
種
希
望
の
方
は
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
前
に
か
か
り

つ
け
の
病
院
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
衛
生
課　
健
康
係（
北
谷
町

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
９
３
６

－

４
３
３
６

□
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

ご
自
身
や
周
り
の
人
の
大
切
な
い
の
ち
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
あ
な
た
に
も
で
き
る
、
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

•
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い
て
、
声
を
か
け
る

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感
に
な
っ
て
、
心
の
悩

み
や
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
発
す
る
周
り

へ
の
サ
イ
ン
（
眠
れ
な
い
、
気
分
が
沈
ん
で
い
る
、

仕
事
の
能
率
が
落
ち
る
、
自
分
を
責
め
る
な
ど
）
に

気
づ
き
ま
し
ょ
う
。

•
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を
傾
け
る

悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
傾
聴
し

ま
し
ょ
う
。
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
共
感
し
た

上
で
、
相
手
を
大
切
に
思
う
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。

•
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促
す

心
の
病
気
や
社
会
的
な
問
題
等
を
抱
え
て
い
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
専
門
家
へ
の
相
談
に
つ
な
ぎ
、
本
人

の
気
持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
と
連
携
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

•
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る

身
体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
自
然
な
雰
囲
気

で
声
を
か
け
て
優
し
く
寄
り
沿
い
な
が
ら
見
守
り
、

必
要
に
応
じ
て
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〈
月
間
中
の
取
り
組
み
〉

「
こ
こ
ろ
の
健
康
パ
ネ
ル
展
」３
月
23
日（
月
）～
３
月

27
日（
金
）

場
所
：
役
場
１
階　
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」３
月
17
日（
火
）14
時
～
16
時

（
予
約
制
２
名
ま
で
）

予
約
先
：
北
谷
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
９
３
６

－

４
３
３
６
）

※
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て

悩
み
を
お
持
ち
の
方
や
そ

の
ご
家
族
を
対
象
に
、
精

神
科
医
に
よ
る
相
談
を
行

い
ま
す
。

●
相
談
窓
口

•
健
康
相
談（
電
話
、
訪
問
等
）

こ
こ
ろ
の
相
談
を
含
め
、

町
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康
に

関
す
る
相
談
を
、
保
健
師
等

が
行
い
ま
す
。

８
時
30
分
～
17
時
（
12
時
～
13
時
は
除
く
）
北
谷

町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

•
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
ま
も
ろ
う
よ
こ
こ
ろ
」

不
安
や
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
へ
の
電
話
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
相
談
窓
口
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
衛
生
課　
健
康
係（
北
谷
町

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
９
３
６

－

４
３
３
６

□
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
！

本
町
に
お
い
て
執
行
す
る
選
挙
に
関
し
、
選
挙
の
投

票
立
会
人
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

●
投
票
立
会
人
の
仕
事　
有
権
者
の
代
表
と
し
て
投
票

に
立
ち
会
い
、
投
票
所
の
開
閉
か
ら
投
票
箱
を
開
票

所
に
運
ぶ
ま
で
投
票
が
公
正
、
適
正
に
行
わ
れ
る
よ

う
監
視
す
る
重
要
な
仕
事
で
す
。

●
応
募
資
格　
北
谷
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、
選
挙

権
が
あ
る
方（
18
歳
～
30
代
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。）

●
選
任
方
法　
応
募
さ
れ
た
方
を
立
会
人
予
定
者
名
簿

に
登
録
し
、
選
挙
が
行
わ
れ
る
際
に
登
録
者
の
中
か

ら
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
任
し
ま
す
。

※
定
数
以
上
の
方
が
登
録
さ
れ
る
た
め
、
必
ず
希
望
ど

お
り
に
立
会
人
と
し
て
選
任
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
投
票
日
の
立
ち
会
い
の
場
合

時
間　
投
票
日
の
６
時
30
分
～
20
時
30
分

報
酬　
日
額
１
２
，
４
０
０
円

場
所　
北
玉
幼
稚
園
、
上
勢
区
公
民
館
、
北
谷
第
二

幼
稚
園
、
桑
江
地
区
体
育
館
、
美
浜
区
公
民

館
、
浜
川
幼
稚
園

●
期
日
前
投
票
所
で
の
立
ち
会
い
の
場
合

期
日　
告
示
日（
公
示
日
）の
翌
日
か
ら
投
票
日
前
日

ま
で
の
期
間
の
日

報
酬　
日
額
１
０
，
９
０
０
円

時
間　
８
時
～
20
時
30
分

場
所　
北
谷
町
役
場

●
申
込
方
法

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
投
票
立
会
人
登
録
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
北
谷
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

受
付
は
平
日
９
時
～
17
時
（
昼
休
み
を
除
く
）
と
し

ま
す
。必
ず
、事
前
に
事
務
局
へ
電
話
で
確
認
を
行
っ

て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

以
前
に
登
録
し
た
方
で
、
辞
退
を
希
望
す
る
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
北
谷
町
選
挙

管
理
委
員
会

　
☎
９
３
６

－

１
２
３
４

　
（
内
線
４
２
０
１
）

●
申
請
期
限　
３
月
31
日（
火
）ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ　
北
谷
町
育
英
会（
教
育
総
務
課
内
）

☎
９
３
６

－

１
２
３
４

（
内
線
５
１
１
０
）

※
詳
し
く
は
北
谷
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

□
土
地
・
家
屋
台
帳
の
閲
覧
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て

●
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
閲
覧
制
度
を
廃
止
し
ま
す

こ
れ
ま
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
法

務
局
か
ら
の
登
記
情
報
を
基
に
土
地
・
家
屋
台
帳
を

整
備
·
更
新
し
、
ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
や
住
民
基
本

台
帳
法
の
改
正
な
ど
に
よ
り
個
人
情
報
の
取
扱
い
を

よ
り
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
８

年
４
月
１
日
か
ら
土
地
・
家
屋
台
帳
の
閲
覧
制
度
を

廃
止
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
今
後
の
登
記
情
報
の
閲
覧
に
つ
い
て

土
地
・
家
屋
の
登
記
情
報
に
つ
い
て
は
、
法
務
局

の
窓
口
申
請
·
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
又
は
登
記
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
方
税
法
第
３
８
２
条
の
２
に
規
定
す
る

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
、
納
税
義
務
者
、
借
地
借
家
人
、
委
任
状
持
参

者
等
に
限
り
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
資
産
税
係

　
☎
９
３
６

－
１
２
３
４（
内
線
１
６
２
０
）

□
小
学
校
入
学
前
に
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン（
２
期
）接
種
は
お

済
み
で
す
か
？

～
４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
に
備
え
て
、
必
要
な
予
防

接
種
を
済
ま
せ
、
病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
～

お
子
様
が
対
象
と
な
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
る
期
間
や
回
数
等
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
特
に
４
月
か
ら
小
学
校
へ
上
が
る
お
子
様
（
平

成
31
年
４
月
２
日
～
令
和
２
年
４
月
１
日
生
）
で
、

Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
麻
し
ん
・
風
疹
）
２
期
の
接

種
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
に
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
（
対
象
期
間
は
３
月
31
日
ま
で
！
）

●
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
衛
生
課　
健
康
係（
北
谷
町

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
９
３
６

－

４
３
３
６

□
妊
婦
向
け
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま

す
!４

月
か
ら
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
は
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
免
疫
を
、
胎
盤

を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
へ
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
き
る
呼
吸
器
の
感
染
症

で
す
。
２
歳
に
な
る
ま
で
に
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
乳
児

□
中
学
生
職
場
体
験
学
習
に
つ
い
て
の
お
礼

北
谷
中
学
校
・
桑
江
中
学
校
で
は
、
今
年
度
も
中

学
生
職
場
体
験
学
習
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

人
は
、「
聞
い
た
こ
と
は
忘
れ
る
、
見
た
こ
と
は

覚
え
る
、
体
験
し
た
こ
と
は
身
に
付
く
」
と
い
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
は
学
校
生
活
を
離
れ
、
大
人
と
共
に

働
く
こ
と
で
、社
会
の
規
律
や
仕
事
を
自
ら
体
験
し
、

多
く
の
支
え
の
中
で
充
実
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
１
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
3
日
間

を
通
し
て
、
大
き
く
成
長
で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま

す
。ご

多
忙
の
中
、
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た

町
内
外
97
ヶ
所
の
事
業
所
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課　
学
務
係

　
☎
９
３
６

－

１
２
３
４（
内
線
５
２
１
１
）

□
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
場
所
変
更

　
３
月
19
日（
木
）の
み
、
消
費
生
活
相
談
室
の
場
所

が
２
階
２
０
５
会
議
室
か
ら
３
階
３
０
２
会
議
室
へ

変
更
に
な
り
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
経
済
振
興
課　
商
工
労
働
係

　
☎
９
３
６

－

１
２
３
４（
内
線
３
３
２
１
）

□
低
所
得
世
帯
の
高
校
生
に
対
し
て
入
学
準
備
金
を
給

付
し
ま
す

北
谷
町
育
英
会
で
は
、
４
月
に
高
等
学
校
等
へ
入

学
す
る
生
徒
を
応
援
す
る
た
め
、
返
済
不
要
な
入
学

準
備
金
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

●
給
付
額　
１
人
当
た
り
３
万
円

●
対
象
者　
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
対
し
て

給
付
を
行
い
ま
す
。

①
４
月
に
高
等
学
校
等
へ
入
学
す
る
生
徒
の
保
護
者

②
申
請
日
時
点
で
北
谷
町
就
学
援
助（
準
要
保
護
）の

認
定
を
受
け
て
い
る
世
帯

●
申
請
方
法　
高
等
学
校
等
へ
の
入
学
決
定
後
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合　
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
申
請
フ
ォ
ー
ム

に
ア
ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項
を

入
力
し
て
く
だ
い
。

窓
口
申
請
の
場
合　
入
学
準
備

金
給
付
申
請
書
及
び
合
格
し
た

こ
と
が
わ
か
る
書
類
を
北
谷
町

育
英
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☝申請はこちら☝HPはこちら

募
　
集

☝厚生労働省ウェブサイトはこちら

☝申込はこちら
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お問い合わせ　基地・安全対策課 住民安全係　☎936-1234（内線1412）

お問い合わせ　上勢桑江児童館　☎936-4000

12月１日から１月３日までの年末年始総合警戒、および12月21日から１月４日までの交通安全県民運動を実施しました。
出発式では、沖縄警察署から桃原・栄口区の両自治会へ「子ども見守り活動実施中」の横断幕が贈呈されました。
期間中は「飲む前に 車じゃないよね？ 

再確認」をスローガンに、自治会や事業
所、町役場職員等による街頭指導や広報
活動を行い、交通ルールの順守を広く呼
びかけました。
交通事故のない安全で安心な北谷町を
実現するため、今後も皆様の協力をお願
いします。

12月20日、上勢桑江児童館において「わんぱく王
国クリスマスフェスティバル」を開催しました。
当日は、179名の親子や、地域の方々が参加し、
ゲームコーナーやくじ引きのほか、館長サンタさん
も登場して賑やかな一日となりました。
運営では、中高生や大学生、専門学生、保護者の
皆様にボランティアとしてご協力いただき、イベン
トは大成功でした。子どもたちの「とても楽しかっ
た!!」という声が聞けたので、今後も楽しい企画を
続けていきます。

□
シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ホ
講
座

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
所
属
の
ス
マ
ホ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
シ
ニ
ア
向
け
の
ス
マ
ホ
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
で
な
い
方
、
又
は
他
社

の
ス
マ
ホ
を
使
用
し
て
い
る
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時　
３
月
25
日（
水
）10
時

●
場
所　
北
谷
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
訓
練
室

●
対
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

●
内
容　
地
図
、
カ
メ
ラ
機
能
の
使
い
方
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
使
い
方
等

●
参
加
費
用　
無
料

●
定
員　
20
人

●
申
込
方
法　
電
話
申
込

※
先
着
順
と
し
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
福
祉
課　
高
齢
者
福
祉
係

　
☎
９
３
６

－

１
２
３
４（
内
線
２
１
３
４
、２
１
３
６
）

□
北
谷
の
縄
文
人
養
成
講
座　
第
５
期
生
募
集

博
物
館
の
常
設
展
示
の
テ
ー
マ
で
あ
る
縄
文
時
代

の
「
交
流
の
軌
跡
」
に
つ
い
て
、
全
６
回
の
講
座
を

通
し
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
全
て
学
べ
ば
こ
れ
で

あ
な
た
も
縄
文
人
!?

※
講
座
の
日
程
や
内
容
を
開
催
中
に
変
更
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
沖
縄
島
の
立
地
と
形
成　
沖
縄
島
の
成
り
立
ち
や
、

私
た
ち
の
住
む
北
谷
の
地
質
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

第
１
回　
４
月
18
日（
土
）９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
場
所
）北
谷
町
立
博
物
館

●
縄
文
人
が
く
ら
し
た
環
境　
北
谷
の
自
然
に
つ
い
て

植
生
を
中
心
に
学
び
ま
す
。

第
２
回　
５
月
16
日（
土
）９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
場
所
）桃
原
公
園

第
３
回　
５
月
23
日（
土
）９
時
～
16
時

（
場
所
）バ
ス
で
野
外
観
察
に
出
か
け
ま
す
。

●
交
流
の
軌
跡　
伊
礼
原
遺
跡
を
中
心
に
北
谷
の
縄
文

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

第
４
回　
６
月
13
日（
土
）９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
場
所
）北
谷
町
立
博
物
館

第
５
回　
７
月
12
日（
日
）９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
場
所
）北
谷
町
立
博
物
館

●
町
内
遺
跡
め
ぐ
り

第
６
回　
８
月
か
10
月
に
予
定
。
講
座
期
間
中
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
場
所
）北
谷
城
跡

●
申
込
開
始
日　
３
月
３
日（
火
）

●
定
員　
25
名（
先
着
順
）

※
25
名
は
新
規
の
方
の
人
数
に
な
り
ま
す
。
以
前
本

講
座
を
受
け
ら
れ
た
方
も
復
習
で
受
講
い
た
だ
く

こ
と
も
可
能
で
す
が
、
過
去
に
受
講
し
た
旨
を
申

告
く
だ
さ
い
。（
定
員
の
人
数
に
は
カ
ウ
ン
ト
し

ま
せ
ん
）

●
対
象　
高
校
生
以
上

●
受
講
料　
無
料

●
申
込
方
法　
博
物
館
窓
口
ま
た
は
電
話
申
込

●
主
催　
北
谷
町
立
博
物
館

●
お
問
い
合
わ
せ　
北
谷
町
立
博
物
館

　
☎
９
２
３

－

０
３
０
０

□
ゆ
ま
ん
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
「
て
ぃ
ー
あ
し
び　
う
と
ぅ
あ
し
び
」

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、
レ
イ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
波

の
音
を
奏
で
る
楽
器
）
を
作
り
、
し
ゃ
か
り
の
チ
ア

キ
さ
ん
の
生
歌
や
、
玉
城
乃
野
さ
ん
の
語
り
に
合
わ

せ
て
一
緒
に
演
奏
し
遊
ぶ
親
子
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時　
３
月
15
日（
日
）13
時
〜
15
時

●
場
所　
町
立
博
物
館

●
出
演　
［
歌
・
演
奏
］チ
ア
キ（
し
ゃ
か
り
）、
参
加
者

の
皆
様　
［
語
り
］玉
城
乃
野

●
対
象　
小
学
生
以
上（
小
学
生
低
学
年
は
親
同
伴
）

●
定
員　
20
名

●
申
込
開
始
日　
３
月
３
日（
火
）

●
主
催　
町
立
博
物
館

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　
町
立
博
物
館

　
☎
９
２
３

－

０
３
０
０

□
沖
縄
ト
ー
ト
ー
メ
ー
供
養
の
相
談
会

今
年
は
ユ
ン
ジ
チ
の
年
回
り
！

～
知
っ
ト
ク
!?
お
墓
、
仏
壇
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る
、
お
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に
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催

し
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す
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●
日
時　
３
月
26
日（
木
）10
時
～
13
時

●
場
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北
谷
町
役
場
１
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
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●
主
催　
（
公
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縄
県
メ
モ
リ
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整
備
協
会

●
後
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北
谷
町
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約
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●
お
問
い
合
わ
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お
知
ら
せ

関
係
機
関
か
ら
の

お
知
ら
せ
・
募
集

年末年始総合警戒及び交通安全県民運動年末年始総合警戒及び交通安全県民運動

わんぱく王国クリスマスフェスティバルわんぱく王国クリスマスフェスティバル



ニライ消防本部
救急出場・災害発生件数

●救急出場件数（令和８年１月）
町村名

種別 北谷 嘉手納 読谷

火災 0 0 0
自然災害 0 0 0
水難 0 0 0
交通 6 7 3
労災 0 0 0

運動競技 0 0 0
一般負傷 23 10 34
加害 0 0 0

自損行為 1 0 1
急病 112 43 162
転院 6 3 6
その他 0 0 0
不搬送 28 25 41
月計 176 88 247

令和７年度
累計 1,728 710 2,156

※救急種別の説明（曖昧なもの）
労　　災…工事、事業所、工事現場等で就業中に

発生した事故。
運動競技…運動競技の実施中に発生した事故。
一般負傷…他に分類されない不慮の事故。転倒、

転落など。
自損行為…故意に自分自身に傷害等を加えた事故。

縊頸、服毒、多量服用など。
転　　院…診療所、クリニックなど病院、医院と

呼ばれるものから依頼のあった救急。
不 搬 送…いたずら、緊急性がない、拒否など病

院搬送に至らなかった出場。

●災害発生件数（令和８年１月）
件数種別 月 計

火災 0
救助 3
風水害 0

※発生件数の報告
出動件数の報告ではなく、発生件数の報告である。
例：火災出動しても機器発報の誤作動であった

場合、実際の火災ではない（非火災）のため、
火災の発生件数には含まない報告とする。

災害（火災・救助・風水害）はすべて発生件数の報
告とする。報告件数は北谷町内のみの件数である。
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先
日
、
生
後
二
か
月
の
息
子
を
予
防
接
種

へ
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
付
き
添

い
で
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
の
本

人
は
受
付
か
ら
帰
り
ま
で
ほ
と
ん
ど
寝
て
い

ま
し
た
。
注
射
の
瞬
間
だ
け
は
激
し
く
泣
い

た
も
の
の
、
数
秒
で
泣
き
止
む
と
、
ま
た
す

ぐ
に
深
い
眠
り
に
落
ち
た
の
で
す
。

「
痛
さ
」
よ
り
「
眠
気
」。
自
分
の
欲
に
忠

実
な
姿
に
は
驚
き
ま
し
た
。
採
血
で
目
を
つ

む
る
タ
イ
プ
の
私
に
は
、
と
て
も
羨
ま
し
く

見
え
ま
し
た
。

す
や
す
や
眠
る
顔
を
見
て
、
ま
た
明
日
か

ら
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。�
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寄附 ご芳志ありがとうございました�《北谷町社会福祉協議会》
寄附日 氏名又は団体名 寄附額 備 考
１月 ６ 日 森山　朝信 様 5,000円 寄附として

１月15日
北谷町健康トレーニング
センター センター長
櫻井 翔太

様 7,328円
地域貢献型自動販売機の
収益金の一部として
（令和７年４月～12月）

１月23日
株式会社 アイムホーム
代表取締役社長
三家本 真大

様 500,000円 寄附として

１月26日 瑞慶覧 京子 様 100,000円 故　瑞慶覧一郎様の香
典返しとして

1月29日 沖縄県立北谷高等学校 様 74,000円 学園祭のバザー収益金
を寄附として

有限会社栄野比土建様より商品券の寄贈がありました。賜りました寄贈品
は、子ども家庭課及び関係機関において、支援が必要な子育て世帯へお届け
いたしました。
子どもたちへの支援の輪を広
げていきたいという温かな思い
に、深く感謝申し上げるととも
に、今後も企業・事業所様と連
携を図りながら、北谷町の子ど
もたちの福祉の増進に努めてま
いります。

お問い合わせ　子ども家庭課 子育て支援係　☎936-1234（内線2311）

有限会社栄野比土建様より寄贈有限会社栄野比土建様より寄贈

北谷町育英会　寄附金贈呈北谷町育英会　寄附金贈呈

お問い合わせ　教育総務課 総務係　☎ 936-1234（内線5110）

本町育英会に、心温まるご寄附を賜り、誠にありがとうございます。ご寄
附いただきました貴重なご厚情は、北谷町の子どもたちの学力向上と進学支
援のため、基金として大切に活用させていただきます。ご支援に心から感謝
申し上げます。
寄附日 氏名又は団体名 寄 附 額 備　考

12月２6日 故　亀谷　長久様
遺族ご一同様 100，000円 香典返しとして

東京2025デフリンピックの女子バスケットボールで金メダルを獲得した
豊里凛さんが、１月８日に町長へ大会結果の報告を行いました。
町からは祝意を伝え、記念品を贈呈して今後の活躍を激励しました。豊里
さんから寄贈されたサイン入りユニフォームを役場１階の町民ギャラリーに
展示しています。ぜひご覧ください。

お問い合わせ　福祉課 障害福祉係　☎936-1234（内線2120）

豊里凛さん　金メダル獲得を報告豊里凛さん　金メダル獲得を報告
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氏名の振り仮名の確認はお済みですか？

お問い合わせ　住民課 戸籍係　☎923-1582

▲マイナポータル

▲政府広報HP ▲北谷町HP▲法務省HP

戸籍法の改正により、戸籍に氏名の振り仮名が記載されます。
　令和７年７月以降、本籍地の市区町村が、住民票の情報を参考に作成した通知書（ハガキ）
をお届けしております。通知ハガキに記載された氏名の振り仮名を必ずご確認ください。振り
仮名はマイナポータルでも確認できます。

北谷町に本籍がある方へは、令和７年８月に通知書を発送しました。
•通知は戸籍を単位として、原則として筆頭者宛てに通知します。
•戸籍内で別住所の方は住所地ごとに通知します。
•通知ハガキについては、本籍地の市区町村役場へお問い合わせください。

　通知ハガキに記載されている振り仮名が誤っている場合には、
令和８年５月25日までに、必ず正しい振り仮名の届出（手続き）をしてください。
※「ャ・ュ・ョ・ッ」などの文字の大小について相違している場合があります。

　振り仮名が正しい場合（日常使用している振り仮名と同じ場合）は、届出をする必要はあり
ません。 届出をしなくても、令和８年５月26日以降に、お知らせした振り仮名がそのまま戸
籍と住民票に記載されます。

★届出（手続き）の方法
〇マイナポータルからオンラインで届出
〇本籍地や住所地の市区町村の窓口に届出
〇本籍地の市区町村へ郵送による届出
※詳細は、通知ハガキ、法務省や北谷町の
　ホームページをご覧ください。

　〇その他、個別の事情についてのお問い合わせ　住民課 戸籍係（戸籍の振り仮名担当）
　受付時間　９時～16時30分（12時～13時は除く）

★制度趣旨や届出期間、届出方法など、一般的な振り仮名についてのお問い合わせ
☎ 0570-05-0310
受付時間 ８時30分〜17時15分
（令和８年５月26日まで ※土・日・祝日を除く）

※詳細は、通知ハガキ、法
務省や北谷町のホーム
ページをご覧ください。


